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単元目標 

水ロケット内の空気や水の体積と圧し返す力の変化に着目し、とじこめる空気や

水の量とロケットが飛ぶ距離を関係付けながら、より遠くに飛ばそうとする活動を

通して、それらについての理解を図り、観察、実験などに関する技能を身に付け、複

数回実験すること等のよさを理解するとともに、主に既習の内容や生活経験を基に、

根拠ある予想、仮説を発想する力や、主体的に問題を解決しようとする態度を養う。 

 

本単元で働かせる科学的な見方（例） 

① 実証性：実際に条件をそろえて水ロケットを飛ばし、データ 
をとって、水ロケットが遠くへ飛ぶ要因を調べる。 

② 再現性：複数回、水ロケットを飛ばし、データをとる。 

③ 客観性：自分の班の結果だけでなく、他の班の結果とも比べ    
て、水ロケットが遠くへ飛ぶ要因を考える。 
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「NO.1 水ロケットプロジェ

クト」どのクラスの開発した

水ロケットが一番飛ぶか、実

際に飛ばして決めよう！！ 

結果の整理は、子どもたちが自分たちで

行うことが大切。教師は、子どもの意見

をファシリテートすることに徹する。 
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サイエンス（科学）

とは、失敗して、

そこから学ぶも

の。試行錯誤や、

失敗から新たな発

見をし、粘り強く

成功へとつなげる

ことが大切。 

理科との関連 

第４学年理科「とじこめた空気や水」で、子どもた

ちは、問題解決を進める中で、「とじこめた空気を圧す

と、体積は小さくなるが、圧し返す力は大きくなる」

「とじこめた空気は圧し縮められるが、水は圧し縮め

られない」という空気や水の性質について学習する。

しかし、その理解は、注射器や空気鉄砲など、限られ

た器具や状況での理解に留まり、身近な生活での事象

に当てはめて捉えるまでは至らない。よって、本単元

「飛べ！水ロケット！」では、理科の「とじこめた空

気や水」の学習の発展的な内容として、水ロケットが

より遠くに飛ぶ要因を確かめたり、「なぜ遠くに飛ん

だのか」の理由を考えたりすることを通して、空気や

水の体積変化や圧し返す力の変化などの性質の意味

理解を深め、学習したことを基に事象について説明す

る力を育てることをねらいとしている。 

実験のデータのバラつきに目を向けるのではなく、全

体が右上がりになっている傾向を子どもから引き出

し、スムーズに考察や結論に移るとよかった。 

 

 

東工大の藤島

先生にも、見て

もらおう！！ 

失敗（誤差）のない実験はない。

子どもたちにとって、誤差が当た

り前になってくると、誤差を気に

しなくなってくる（必要以上にこ

だわらなくなってくる）。誤差も

含めて、全体の傾向と違う結果も

含めて、データを見ていくことが

大事である。 


